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傾向を示すが「来島の途中及び他島に於て死亡」という項の承八
丈島の方が圧倒的多数を占めるのは、八丈島流人は三宅島で風の
都合等で数カ月そこに滞在する場合が多いからである。
次に流人の罪名は如何なるものであったろうか。ここでその全
貌を明らかにする事は出来ないが、新島の寛文四ｌ享保四年に至
る江戸中期のものと八丈島の文政六ｌ嘉永四年に至る江戸末期の
ものについて示すと表仇の如くである。
表何によると博突犯が最も多く江戸中期新島の場合約二九％、
江戸末期八丈島の場合各二一一八％、四○％で他に比べて圧倒的に
多く、又八丈島江戸末期の場合女犯僧が多い事が特徴である。
彼等の流罪当時の年令は八丈島の場合、平均年齢三五歳、最年
長者七九歳、最年少者は幕府の規定年齢一五歳であり、新島の場
表一(7)流人罪状表
域|鶴|､云鍾ﾄﾗ電;：l天鶯誌
’８２博賊
芸
人
嘩
入
施
欺
宿
入
火
僧
件
明
出
不
拙
犯
計
事
受
賭
盗
逃
殺
喧
公
不
詳
無
家
放
女
雑
不
５
２
４
５
３
０
０
５
０
０
１
９
０
２
５
１
１
１
１
１
７
７
５
１
０
７
７
５
５
５
０
０
３
５
１
１
１
１
５
２
２
０
２
０
０
５
０
０
２
７
０
０
１
１
４
４
一
○
一
４
１９６ 2021４５
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
一
四
号
合最年長老七四歳、最年少者一五歳で二三歳’一一一六歳がその大部
分を占めている。
更に彼等の出身地は関東一円、特に江戸に集中しているが、遠
くは津軽、出羽、陸奥、佐渡、越前、越後、能登、飛騨、丹後、
丹羽、大和、河内、京都、伊勢、志摩、紀伊、備中、備後、但
馬、因幡、豊後、薩摩に迄及んでいる。これは天領でなくとも幕
府の直接処分を受ける高度の罪であったか、そうでなくとも罪を
犯した時江戸近辺に居たものだと考える。
注（１）川崎房五郎署「江戸時代の八丈島」
（２）拙稿「近世に於る流罪制度の実態」法政歴研八号五四
頁
、
表
側
参
照
（３）幕田しのぶ箸「八丈島の流人」地方史研究一一一六号、二
四頁所収
（４）石井良助編「近世法制史料叢書」御仕置裁許帳
（５）「天明二年七島巡見志」深川図書首郷士資料室所蔵
（６）大間知篤三箸「八丈島」伊豆国附島灸様子概書
（７）「伊豆国七島紀」文化十二年写本、筆者所蔵
五
、
む
す
ぴ
以上私は遠島手続、経路、流人の生活及び流罪人の諸情況を見
て来たが、第一に江戸後期に流罪者が急激に増加しており、特に
無宿人層が圧倒的に多い事から近世後期の社会層が相次ぐ改革、
弾圧によって非常に不安定なものであり、無宿人層を生承出す社
会的基盤が作り出されていたという事が注意される。それらの生
一○二
成過程と封建社会の崩壊過程の関連については残された問題があ
る。更に為政者の相次ぐ改革、弾圧が流罪人の変遷の上に如実に
反映しており、逆説的に言えば彼等封建社会の為政者は改革、弾
圧により無罪に等しい者を流罪にする事によって封建社会の維羅持
と再強化に努めた。
第二に配流地の中で新島、三宅島、八丈島には常に数多くの流
人がおり、特に新島、三宅島には総人口の一割弱を占める流人が
常に存在し、島民の精神的、物質的負担は多大なものであった。
にもかかわらず幕府は明治四年迄島の飢謹や貧窮も何等考慮する
享なく流人を送り続けた。
第三に饅人もその大半が配流地で死亡し、再び本国の土を踏む
事
が
出
来
た
の
は
そ
の
四
割
弱
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
生
活
は
極
め
て
貧
困
且
つ
不安定であった。生活に根を持たぬ彼等流人の活動は部分的、一
時的には島の文化に貢献したとしても、島の文化をその根本から
創造して行く如き新しい力とはなり得なかった。
第四に七島への流罪者は刑事犯が多く、反封建勢力や反幕府勢
力に関連する政治犯の如きは極めて少なかった。という事は、そ
れらの犯罪者は死刑に拠せられてしまったからである。
（附）この小稿をまとめるにあたって、新島本村教育委員会の方
方、特に大沼作次郎氏に甚大なる御便宜を計って戴いた事
を深謝るす。
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